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３
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４
　
調
査
担
当
者
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崎
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５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
長
岡
京
期

（七
人
四
年
１
七
九
四
年
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７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
右
京
七
条
二
坊
七
町
に
位
置
し
、
南
は
七
条
条
間
小
路
に
面
す
る
。

調
査
区
は
東
西
約
四
ｍ
南
北
約
三
三
ｍ
、
調
査
面
積
は
約

一
三
二
ポ
。
検
出
遺

構
は
掘
立
柱
建
物

・
素
掘
溝

・

石
組
護
岸
溝
な
ど
が
あ
る
。

掘
立
柱
建
物
は
、
屋
内
に
甕

据
付
け
穴
と
思
わ
れ
る
土
坑
が

並
び
、
醸
造
関
連
施
設
と
考
え

ら
れ
る
。
掘
立
柱
建
物
柱
穴
か

ら
、
長
岡
京
期
の
土
器
類
と
と

も
に

「石
上
朝
／
石
上
朝
」
と

書
か
れ
た
紡
錘
草
状
墨
書
土
製

品

（土
師
器
食
膳
形
態
底
部
の
再
加
工
土
製
品
）
が
出
土
し
た
。

石
組
護
岸
溝
Ｓ
Ｄ

一
二
は
、
北
側
の
み
石
組
で
護
岸
し
て
お
り
、
北
側
の
立

地
条
件
の
悪
さ
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。　
一
部
、
南
へ
の
張
り
出
し
が
あ
り
、

張
り
出
し
南
端
部
に
は
杭
列
に
よ
る
区
画
や
堰
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
張
り
出

し
南
端
部
の
杭
列
に
よ
る
Ｌ
字
型
区
画
の
区
画
内
に
は
礫
が
敷
き
詰
め
ら
れ
、

洗
い
場
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
南
肩
部
分
の
杭
列
に
は
小
枝
が
絡
ま
せ
て
あ

り
、
し
が
ら
み
構
造
に
な
っ
て
い
た
。
溝
最
上
層
か
ら
は
、
平
安
時
代
の
須
恵

器

。
上
師
器

。
緑
釉
陶
器
な
ど
が
出
土
し
、
平
安
時
代
に
完
全
に
埋
没
し
た
と

考
え
ら
れ
る
。

木
簡
は
す
べ
て
Ｓ
Ｄ

一
二
の
し
が
ら
み
付
近
か
ら
出
上
し
た
。
他
に
、
黒
色

土
器
を
含
む
各
種
土
器
類
、
人
形

・
糸
巻
な
ど
木
製
品
、
長
岡
宮

。
京
内
で
二

例
目
と
な
る
平
城
宮
六
三

一
三
Ｄ
型
式
の
軒
丸
瓦
な
ど
が
出
土
し
、
「入
」

「東
」
「上
」
と
書
か
れ
た
墨
書
土
器
も
出
土
し
て
い
る
。
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木
簡
の
釈
文

・
内
容
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⑬

　

「□
□
□

ω
は
板
目
材
で
、
上
端
は
切
り
折
り
。
樺
十
六
村
を
購
入
す
る
直
銭
を
記
し

て
い
る
。
「博
」
と
記
し
た
木
簡
は
平
城
宮
第
三
九
次
調
査
や
、
長
岡
京
左
京

第
二
〇
三
次
調
査
で
も
出
土
し
て
い
る

（本
誌
第
一
二
号
）。
②
は
分
厚
い
板
目

材
を
柾
目
取
り
板
に
小
分
け
に
さ
れ
た
も
の
か
。
習
書
簡
と
考
え
ら
れ
る
が
、

呪
符
の
可
能
性
も
あ
る
。
⑪
は
板
目
材
の
荷
札
木
簡
で
、
品
目
は
白
米
か
。

「久
米
」
は
郡
と
す
る
と
美
作

。
伯
者

。
伊
予
、
郷
と
す
る
と
大
和
国
高
市

郡

。
伊
勢
国
員
弁
郡

・
遠
江
国
磐
田
郡
が
知
ら
れ
る
。
い
は
上
端
は
表
裏
両
面

か
ら
削

っ
て
切
断
し
て
い
る
。
縦
に
半
裁
さ
れ
て
い
る
。
塁
痕
が
看
取
で
き
る

に
と
ど
ま
り
、
判
読
で
き
な
か
っ
た
。
い
は
板
目
の
面
を
持
つ
削
暦
。

な
お
、
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
京
都
産
業
大
学
の
井
上
満
郎
氏
、
向
日
市
の
清

水
み
き
氏

・
国
下
多
美
樹
氏

。
中
島
信
親
氏
ほ
か
の
ご
教
示
を
得
た
。
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